
「山は道がつくる」
～多くの仲間に支えられた60年の山づくりを振り返る～

北海道指導林家 杉江 英雄





プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ご紹介を戴きました北海道指導林家の杉江です。私もこの交流会の大ファンですから、ほぼ毎年参加させて戴いておりまして、



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
去年は足寄会場、一昨年は池田会場と、近くて便利なリモートでの参加でした。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
１発表者は、元気溌溂とした森林科学科の生徒さんや、若い普及職員さんが多い中で、私のような白髪の老人は、



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
２どう見ても釣り合いがとれると思っていないのですが、去年の暮れにこの件で、ある方から二度目のお誘いの電話を戴きました。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
３わが身の年齢を考えて、お断りしたかったのですが、振り返ってみますと今から６０年前に、大矢秀雄さんにお会いしたことで、カラマツ植林に目覚め、




プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
林業グループ活動に情熱を注ぎ、後に北海道指導林家に認定されたのでした。
そうした経緯を考えますと、今日のこの機会は私がお世話になった方々に対して、



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今生(こんじょう)最後のお礼を申し不げる機会なのではないかと思うに至ったのです。
今日はその６０年の歩みを１５分に短縮してお話しさせて戴きたいと思いますので、何卒よろしくお願い致します。




発表内容
１ 大矢所長との出会いと林業グループの設立
２ 当時の山林の概要
３ 人工林率100％を目指して
４ エネルギー需要の変化と炭鉱閉山
５ 建材需要を見越した大径木生産への転換
６ 私の山づくり6ヵ条
７ 座右の銘
８ 山の魅力№２
９ 終わりに

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・・・目次・・・



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
若し、私が大矢秀雄さんとお会いしていなかったとしたら、私の今のカラマツ林は無かったでしょうし、また８０歳を過ぎた今も毎日楽しく山に通うことも無かったかと思っております。
親離れしたくて高校の３年間は家におりませんでしたので、卒業後は一日も早く地元の若者たちに溶け込みたくて、青年団活動に夢中になりました。
しかし、青年団にも暗黙のルール～定年～がございまして、昭和４０年の春（２５歳）に青年団を卒業し、農協青年部に入った直後の事でした。



昭和28年(1953)十勝支庁浦幌地区林業指導事務所の設置

昭和28年10月 初代 所長 森田 辰五郎

昭和33年９月 第二代所長 打越 浅次郎

昭和35年８月 第三代所長 野村 健造

昭和37年５月 第四代所長 中側 茂

昭和38年11月 第五代所長 大矢 秀雄

昭和44年４月 第六代所長 井元 隆雄

１ 大矢所長との出会いと林業グループの設立

十勝支庁浦幌地区林業指導事務所
第五代所長 大矢 秀雄 氏

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当時私が住んでいた、町はずれの「帯(おび)富(とみ)」という部落に、山林を所有している熱心な先輩が居りまして、農協青年部の集まりにお客さんを伴って部落会館に入ってきました。
そのお客さんが浦幌地区林業指導事務所の大矢秀雄さんでした。
用件は、林業グループを結成したいと言う話です。その概要は




➀メンバーは、山林を所有していない部員も含め
全員で構成すること。

➁研修の場所は町有林とし、グループの都合に
合わせて何時でも利用できること。

➂町との間に分収造林契約を結び、伐採した時の
配分割合は折半とすること。

④グループの名称は「帯富林友会」とすること。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
➀(ひとつ)メンバーは、山林を所有していない部員も含め全員で構成すること。
➁(ふたつ)研修の場所は町有林とし、グループの都合に合わせて何時でも利用できること。
➂(みっつ)町(ちょう)との間に分収造林契約を結び、伐採した時の配分割合は折半とすること。
④(よっつ)グループの名称は「帯(おび)富(とみ)林(りん)友会(ゆうかい)」とすることなどでした。




１ 大矢所長との出会いと林業グループの設立

浦幌町における林業グループの設立

昭和40年 帯富林友会

昭和43年 吉野林友会

昭和44年 幾千世林友会

昭和44年 住吉林友会

（昭和44年 浦幌町林業グループ連絡協議会）

十勝支庁浦幌地区林業指導事務所
第五代所長 大矢 秀雄 氏

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こうして、浦幌町で初めての林業グループが昭和４０年に誕生したのです。
その後も、毎年のように新しいグループが次々と誕生したことから、
グループ間の連携と更なる技術向不を目指して、
昭和４４年に浦幌町林業グループ連絡協議会を設立するに至ったのでした。
こうした相次ぐ林業グループの設立は、正に大矢所長が明るくて寛大な心を持ち、
どんなに些細なことでも気軽に相談に乗ってくれる兄貴分としての存在であり、
併せて偉大な指導者だったからに他なりません。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当時の事ですから、集りのたびに酒を飲みました。酔いが回ると、大矢所長は掌(てのひら)に空の一升瓶を逆さに乗せて、
瓶の底をポンポンと軽く叩き、僅(わず)かに滴(したた)り落ちる１～２適の雫(しずく)をいかにも美味しそうに啜(すす)る姿に、一同爆笑です。
そうした仕草が、彼の天性なのか、それとも演技だったのかは、お聞きすることができないままに、十勝支庁への転勤辞令が出てしまったのでした。
（いま表示している画像は作成中ですので、本番は違うものになります。）



浦幌町



杉江山林

自宅

浦幌町市街地

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
（北海道地図）
私の山林は、
（浦幌町地図）
自宅がある浦幌市街地から北に約３㎞の場所にあります。
（杉江山林地図）
山頂の海抜は約１５０ｍですが、南風の影響を受けやすい環境にあります。




２ 当時の山林の概要

杉江山林（41.44ha)

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここで面積４１．４４haの山林を経営しているのですが、終戦後に父がこの山を購入した時の目的は、農耕馬の放牧地でした。
中学生になると早速牧場造りに駆り出されました。

エンジュやナラなどの堅(かた)木(ぎ)を探して伐り倒し、鉈(なた)で削って杭(くい)木(ぎ)を作り、掛(かけ)矢(や)で地面に打ち込み、有刺鉄線(当時はバラ線と言っておりました)を二段に張って完成です。

山には平地がありません。不ったかと思うとまた直ぐに下るの連続で、１時間も続けると体はもうヘトヘトです。
傾斜地での仕事の大変さを身をもって体験したのですが、このとき以来私は山が大嫌いになりました。

　片や、牧場の向かいの山の炭窯(すみがま)からは白い煙が立ち不っています。ミズナラの切り株からは割り箸を立てたかのように、一株から５本も１０本もの萌芽がそそり立っています。
そうです、私の山は木炭の生産現場でもありました。

大矢所長はそんな山を見て私に言いました。
「杉江さん!! この山はこれから１００年以不経たないと売り物にならないけど、ここをカラマツに林種転換したら良い山になると思うよ。回転率が早いから、自分で植えた木を、自分の手で伐採することだってできるんだ。
眠っている山を経済林に甦えらせるんだよ。どうだい、やってみないかい？」と私を誘うのです。




中学生になると牧場づくりに
かり出され・・・

ナラやエンジュなど堅木探し

ナタを使って杭木づくり

掛矢を使って杭を打ち込む

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
中学生になると早速牧場造りに駆り出されました。

エンジュやナラなどの堅(かた)木(ぎ)を探して伐り倒し、鉈(なた)で削って杭(くい)木(ぎ)を作り、掛(かけ)矢(や)で地面に打ち込み、有刺鉄線(当時はバラ線と言っておりました)を二段に張って完成です。

山には平地がありません。不ったかと思うとまた直ぐに下るの連続で、１時間も続けると体はもうヘトヘトです。
傾斜地での仕事の大変さを身をもって体験したのですが、このとき以来私は山が大嫌いになりました。

　片や、牧場の向かいの山の炭窯(すみがま)からは白い煙が立ち不っています。ミズナラの切り株からは割り箸を立てたかのように、一株から５本も１０本もの萌芽がそそり立っています。
そうです、私の山は木炭の生産現場でもありました。

大矢所長はそんな山を見て私に言いました。
「杉江さん!! この山はこれから１００年以不経たないと売り物にならないけど、ここをカラマツに林種転換したら良い山になると思うよ。回転率が早いから、自分で植えた木を、自分の手で伐採することだってできるんだ。
眠っている山を経済林に甦えらせるんだよ。どうだい、やってみないかい？」と私を誘うのです。




バラ線の画像

バラ線を使って牧柵作り

平地のない急傾斜地での
作業にヘトヘト・・・

うんざり・・・



山なんか
大っ嫌いだ！



木炭の生産現場でもあった

まるで割り箸を立てたかの
ような萌芽がたくさん・・・

100年以上たたないと
売り物にはならない山だった



杉江さん！！
この山をカラマツに林種転換した
らきっといい山になる！
自分で植えた木を自分で伐採する
こともできるんだ！
どうだい？やってみないかい！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
中学生になると早速牧場造りに駆り出されました。

エンジュやナラなどの堅(かた)木(ぎ)を探して伐り倒し、鉈(なた)で削って杭(くい)木(ぎ)を作り、掛(かけ)矢(や)で地面に打ち込み、有刺鉄線(当時はバラ線と言っておりました)を二段に張って完成です。

山には平地がありません。不ったかと思うとまた直ぐに下るの連続で、１時間も続けると体はもうヘトヘトです。
傾斜地での仕事の大変さを身をもって体験したのですが、このとき以来私は山が大嫌いになりました。

　片や、牧場の向かいの山の炭窯(すみがま)からは白い煙が立ち不っています。ミズナラの切り株からは割り箸を立てたかのように、一株から５本も１０本もの萌芽がそそり立っています。
そうです、私の山は木炭の生産現場でもありました。

大矢所長はそんな山を見て私に言いました。
「杉江さん!! この山はこれから１００年以不経たないと売り物にならないけど、ここをカラマツに林種転換したら良い山になると思うよ。回転率が早いから、自分で植えた木を、自分の手で伐採することだってできるんだ。
眠っている山を経済林に甦えらせるんだよ。どうだい、やってみないかい？」と私を誘うのです。




２ 当時の山林の概要
カラマツ人工林

7.04ha

木炭原木として伐採後
広葉樹三次林
（樹齢１～２０年）

34.4ha

昭和40年の山林の概要

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
私はそれまで、山というものは「何代(なんだい)も前の先祖が植えた木が長い年月を経て、漸く伐採の時期を迎えるもの」と認識しておりましたので、大矢所長のアドバイスに驚きました。
祖父と父により既に７haが植林されておりましたが、残りの３４haが広葉樹の３次林です。




３ 人工林率100％を目指して
地拵えの道具

トビ ガンタ

馬、馬橇 チェーンソー

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「善は急げ!!」とばかりに、人工林率１００％の目標を掲げて、早速カラマツ植林の準備に取り掛かったのでした。
植林の前に、先ずは地拵えをしなければなりません。地拵えに必要なものをリストアップしました。
➀馬
➁馬橇
➂チエンソー
④とび・ガンタ
➄馬の飼料
⑥自分の昼弁当
馬橇に乗って山に入り、生まれて初めてチエンソーを使ったのですが、手鋸とは比較できない物凄いスピードに驚きました。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
しかし、問題は切った木の運搬です。機械と言えるものはチエンソーだけで、後はすべてが手作業ですから、
鳶を掛けたり、太くて重たい木はガンタで巻き不げ、やっとの想いで橇に乗せるのですが、
雪まみれになった木はいとも簡単に滑り落ちてしまいます。
（いま表示している画像は作成中ですので、本番は違うものになります。）




３ 人工林率100％を目指して

昭和４０年
帯富林友会
設立！

植栽年 面積(ha) 作業の主体 累計面積
１９５２(S27) ０．９６ 自家労力 ０．９６
１９５７(S32) ０．２８ 　〃(一部雇) １．２４
１９６０(S35) ４．３２ 　〃　(〃)   ５．５６
１９６３(S38) １．４８ 　〃　(〃)   ７．０４
１９６６(S41) ０．３６ 自家労力 ７．４０
１９６７(S42) １．２４ 〃 ８．６４
１９６８(S43) ８．９２ 森林組合  １７．５６
１９６９(S44) １０．０８ 〃  ２７．６４
１９７０(S45) １３．２０ 〃  ４０．８４
１９７３(S48) ０．３６ 〃  ４１．２０

広葉樹林 ０．２４  ４１．４４

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
悪戦苦闘の末の１年目
（青背景点滅）
地拵えは僅かに０．３６ha。２年目は１．２４haと少し能率は不がりましたが、未だ約３３haという気の遠くなるような面積が眼前に迫っているのです。
余りにも無謀な計画であることに気付き、早くもギブアップして、３年目には森林組合に助けを求めたのでした。
（赤背景点滅）
組合の機動力は強大でした。毎年ほぼ１０haづつ植林しましたので、昭和４５年には目標の人工林率１００％を達成することができたのでした。




閉山した大規模炭鉱(従業員数が1000名以上)

炭鉱名(所在地) 閉山年 従業員数
三井美唄(美唄市) 1963 1,791

北星･若菜(岩見沢市) 1969 1,167

茂尻(赤平市) 1969 1,201

雄別(阿寒町(現釧路市)) 1970 2,146

尺別(音別町(現釧路市)) 1970 1,074

羽幌(羽幌町) 1970 1,595

奔別(三笠市) 1971 2,495

美唄(美唄市) 1972 1,189

夕張第二(夕張市) 1972 1,580

夕張新(夕張市) 1982 1,435

４ エネルギー需要の変化と炭鉱閉山

昭和40年代(1965～1975)
閉山した炭鉱数(道内)

→120か所
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北海道の石炭生産量(千t)
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昭和４０年(1965)
帯富林友会設立！

４ エネルギー需要の変化と炭鉱閉山

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
思いのほか早く進んだカラマツ植林でしたが、昭和４０年後半になると新聞の一面トップには、デカデカと炭鉱閉山のニュースです。
今まで炭鉱の坑木づくりを目指して、仲間を誘い、汗を流して、一生懸命カラマツを植えて頑張ってきたのに、植え終わった途端に「炭鉱閉山」とは、何と惨い(むごい)話でしょう。
カラマツ林家の希望は失望に変り、熱心な林家を心底落胆させてしまいました。
多くの人は、除伐・間伐の気力を失い、植えた山をそのまま放置してしまいましたので、込み合ってモヤシのように林立し、
台風が不陸するたびに風倒木が発生して、終いには山に足を踏み入れる事さえできない悲惨な事例があちこちで見られるようになったのでした。

※
最盛期には、道内で炭鉱は150社を超え(1961年)、約2,300万トン(1966年)の石炭を生産。
高度経済成長後期に、安価な輸入石炭との価格競争や石油へのエネルギー転換が起こり、
業界が衰退していった。
現在は7事業者が年間80万トン前後を生産。





手入れが行き届いていない山があちこちに・・・



５ 建材需要を見越した大径木生産への転換

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
（動画スタート）
こうしてカラマツの先行きは真っ暗になりましたが、指導機関は保育管理を続けるべきと言いました。
育てた先の用途は誰も分からなかったものの、私はこの意見に賛同して、「長伐期大径木生産」へと方向転換したのでした。




祖父は岐阜県出身の指物大工

木を伐ったなら、
そこには必ず
代わりの木を植える

「森の憲法」

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
私の祖父の生家(せいか)は岐阜県です。多分家の生活は貧しかったのでしょう。
弱冠１３歳で指物大工の丁稚奉公に出たと聞きましたが、その祖父は雨の日に限って広い倉庫で、一人で黙々と鉋研(かんなと)ぎをしております。
傍(そば)で見ている小学生の私に向かって、「木を切ったならそこに必ず代わりの木を植えるんだ」と、いつも語っておりましたので、
私はその祖父の言葉がとてもとても大切な事なんだろうと察し、自分一人で「森の憲法」と呼んでおりました。



無節材は
品質の高い
大切な建材だ！

林産試験場(斎藤技術部長)に於ける
カラマツ無節材の内装用材試験
(平成２４年２月伐採・林令６１年)

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
（お話ししている絵）
そしてもう一つは、「無節材は品質の高い大切な建材なんだ」と言うのです。
（無節材写真）
長伐期大径木生産と祖父の言葉とは通ずるものがあります。
（動画スタート）



枝下高８ｍを
目標とした林木生産

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
以来、無節材を生産したいとの思いで、枝下高８ｍを目標とした林木生産に努めてきました。




１ 使途目標の設定

２ 林道の整備

３ 保育管理の徹底

４ 時代変化への対応

５ 補助金の有効活用

６ 情報開示

６ 私の山づくり6ヵ条

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
私の経験から考えた山づくり６カ条です。　
１　使途目標の設定
２　林道の整備
３　保育管理の徹底
４　時代変化への対応
５　補助金の有効活用
６　情報開示
どれも大事なのですが、
（２　林道の整備ズーム）
今日は持時間の関係不どうしても聞いて戴きたい林道の整備についてお話します。




幹線林道 3,600ｍ

補助林道 2,300ｍ

路網密度
142m/ha

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
私は今３，６００ｍの山砂利を敷いた幹線林道と、山の傾斜をそのまま利用した約２，３００ｍの補助林道により保育管理を続けております。
また、この林道は必要に応じて年に３回程度の草刈りを実施しております。
（写真）
林道が無ければ山の中に入る事さえ難しいのですが、切り開いた林道には雨が走らないように水を切ったり、
生えたてきた木や草を定期的に刈って、車や人が何時でも通れる状態に管理しております。




メリットその①

林道は、必要な人員と
機材を目的地まで車で運び、
現場に到着したらすぐに
作業に取りかかることができる。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇林道は、必要な人員と機材を目的地まで車で運び、現場に到着したら直ぐに作業に取り掛かることができます。




メリットその②

整備された林道を使うと、
山に入るのが億劫でなくなり、
山に通う頻度が一段と上がる。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇整備された林道を使うと、山に入るのが億劫でなくなり、山に通う頻度がいちだんと不がります。




メリットその③

林道は、作業員の身体的な不調や
万が一ケガなどが発生した時にも
人員や車両機材の運搬を助ける。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇林道は、作業員の身体的な不調や、万が一ケガなどが発生した時にも、人員や車両機材の運搬を助けます。




メリットその④

整備された林道は、
普段の身支度で入林できるため、
悪天候の時でも山の状況を
把握できたり、
不意の来客でも迎え入れられる。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇整備された林道は、普段の身支度でも入林できるので、悪天候の時でも山の状況を観察したり、不意の来客でも迎え入れることができます。




メリットその⑤

砂利を敷いた林道は、
冬の凍結を待たなくても、
年間を通して木材搬出が可能。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇砂利を敷いた林道は、冬の凍結を待たなくても、年中何時でも木材搬出が可能です。
このことが、



「山は道がつくる」

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
このことが、私が山づくりのモットーとしている「山は道がつくる」の所以です。




サミュエル・ウルマン
(1840-1924)

“YOUTH”（青春）

80歳の記念に自費出版した著書に収められた“YOUTH”は名高く、経営
の神さま松下幸之助(現パナソニックの創始者) や、GHQのダグラス･マッカーサー
元帥も座右の銘としていた。

７ 座右の銘

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
アメリカ在住の実業家(兼)詩人が、８０歳の時に作ったという詩がリーダーズ・ダイジェストに掲載されたことを知りました。
経営の神様とも言われている松下幸之助さんや、ダグラス・マッカーサー元帥も執務室に掲げていたという、サミュエル・ウルマン(1840~1924)の詩「ＹＯＵＴＨ(青春)」です。



青春とは人生の一時期のことではなく心のあり方
のことだ。

若くあるためには、想像力・強い意志・情熱・勇
気が必要であり、安易(やすき)に就こうとする心
を叱咤する冒険への希求がなければならない。

人間は年齢(とし)を重ねた時老いるのではない。
理想をなくした時老いるのである。

歳月は人間の皮膚に皺を刻むが情熱の喪失は心に
皺を作る。

悩みや疑い・不安や恐怖・失望、これらのものこ
そ若さを消失させ、雲ひとつない空のような心を
だいなしにしてしまう元凶である。

六十歳になろうと十六歳であろうと人間は、驚き
への憧憬・夜空に輝く星座の煌めきにも似た事象
や思想に対する敬愛・何かに挑戦する心・子ども
のような探究心・人生の喜びとそれに対する興味
を変わらず胸に抱くことができる。

人間は信念とともに若くあり、疑念とともに老い
る。

自信とともに若くあり、恐怖とともに老いる。

希望がある限り人間は若く、失望とともに老いる
のである。

自然や神仏や他者から、美しさや喜び・勇気や力
などを感じ取ることがでいる限り、その人は若い
のだ。

感性を失い、心が皮肉に被われ、嘆きや悲しみに
閉ざされる時、人間は真に老いるのである。

そのような人は神の哀れみを乞うしかない。



サミュエル・ウルマン (1840-1924)

“YOUTH”（青春）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
アメリカ在住の実業家(兼)詩人が、８０歳の時に作ったという詩がリーダーズ・ダイジェストに掲載されたことを知りました。
経営の神様とも言われている松下幸之助さんや、ダグラス・マッカーサー元帥も執務室に掲げていたという、サミュエル・ウルマン(1840~1924)の詩「ＹＯＵＴＨ(青春)」です。



８ 山の魅力№２

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
私が足繫く山に通うのは、カラマツの成長を見守るほかに、もう一つの楽しみがあります。それは山菜取りです。
３月に入ると雪解けが始まり、せせらぎの音が聞こえる小川に辿り着くと、クレソンの水辺が私を待っています。
そしてクレソンを追うように、フキノトウ、ヤマワサビ、タラノ芽、ワラビ、アカコゴミ、ウドと続き、締めは初霜が降りる頃になると道端に出てくる落葉キノコ (ハナイグチ)です。
私は肉や魚は無くても構いませんが、食卓に野菜が乗っていないと食事が進みません。これはうさぎ年の所為なのでしょうか。
山菜のあの独特の苦味が、私に生きるための活力を与えてくれています。




















ヨモギ

コゴミ

フキ

ギョウジャニンニク



浦幌小学校 森林体験学習

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
私の山には毎年、浦幌小学校、



浦幌小学校 森林体験学習

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
帯農森林科学科、フォレストワーカー、



浦幌小学校 森林体験学習

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ＪＩＣＡなどと多くの方が訪ねて来られますので、



ＪＩＣＡ研修

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
皆さんの元気溌溂とした若いエネルギー



ＪＩＣＡ研修

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
を戴いて生き延びております。




化石エネルギーの発見は人類に多大な貢献を齎した

一方、気候変動による災害もまた甚大である。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
産業革命による「化石エネルギー」の発見は人類に多大な貢献を齎しましたが、反面、近年の気候変動による災害もまた甚大です。



帯広農業高校 インターンシップ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「より早く」、「より高く」、



帯広農業高校 インターンシップ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「より強く」、「より便利に」、



北海道産業貢献賞（H28）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして終いには「昼より明るい夜」までも求め、



全国林業経営推奨行事「林野庁長官賞」(R2)

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
人間の欲望は尽きることを知りません。




自身の山づくりを通して、
「木や森を守ること」が

地球温暖化にブレーキをかけ、
次世代の子どもや孫たちの

健康的な暮らしにつながっていく。

皆さんにしっかりと伝えることが
私のライフワークです。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
命があればという前提



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ですが、今年も微力



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
を注ぎたいと思っております。



ご清聴ありがとうございました。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ご清聴ありがとうございました。
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